
地域づくりは 防災から

広島県自主防災アドバイザー

防災士 柳迫長三

大竹市防災セミナー



広島は土砂災害対策を早急に・・・

 

 

6.29豪雨災害 8.20広島豪雨災害 平成30年7月豪雨災害

20年間で大きな水害を３度経験し、
犠牲者を出さない活動を目指す

「我がこと」 × 地域コミュニティの力を向上させる



土砂災害発生状況

西日本豪雨災害



平成26年8.20広島豪雨災害

死者・行方不明者広島県77人(行方不明者を含む) 

・8 月 19 日夜から 20 日明け方にかけて猛烈な降雨を観測。
安佐南区高瀬観測所・安佐北区三入観測所では、
最大時間雨量は 87mm（8/20 2:00-3:00）、101mm（8/20 3:00-4:00）、
最大 24 時間雨量は 247mm、257mm（ 8/19 4:00- 8/20 4:00）を記録。

・１市町村の人的被害としては1982年長崎市(262人)以来

今後に向けて
•「倒壊」しうる家屋は、立ち退き避難を

– 土石流の流下方向から離れれば (横断方向に高所であれば )

被害は軽微
– 鉄筋コンクリート造建物は、「倒壊」していない

   – 避難所，避難場所に限定せず，最寄りの堅牢な建物や少しでも
高所の建物を避難先とし て考えておく



平成30年7月 西日本豪雨災害

①西日本を中心に、広域的かつ同時多発的に水害・土砂 災害が発生

②洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域において、避難行動を促す情報が発令されていた
にもかかわらず、人的被害が多く発生

③被災者の多くが高齢者

西日本豪雨で69人が犠牲になった岡山県倉敷市真備町
河川の8か所が決壊し、真備町の3分の1が浸水しました。



牛山教授の発表データから
静岡大学防災総合センター

増水した川には
近づかない

https://news.yahoo.co.jp/byline/ushiyamamotoyuki


落合学区自主防災会の活動

大人の防災教育＝家庭で取り組む防災

・非常持出し袋（「命の袋」を配布）
・「無事タオル」の配布
・避難場所を確認 ⇒ まち歩き
・地域の危険個所の確認 ⇒ 「わがまち防災マップ」の作成
・お年寄り、赤ちゃん、障がい者世帯 ⇒ 非常持出し袋
・広島市防災士ネットワークを組織し、毎月研修会を開催
・（一社）ひろしま防災減災支援協会を結成し、若者が参加しやすい防災活動

子どもの防災教育＝「キッズ防災士」の養成講座（公民館など）

「認定書」と「缶バッチ」プレゼント
・鯉こいキャラバンの開催
・小学校の総合学習の時間に「防災」を取り入れる。
・中学生の「防災士」養成 ⇒ 推し活＋防災 ⇒ 高校生防災士の誕生
・防災学団のブラスバンドや和太鼓の活動を進める

◎人づくり



防災まち歩きの様子
わがまち防災マップ

八木山手地区防災マップ

JA広島市八木支店へ

八木小学校へ

八木小学校へ
山手会館

国道54号線高架下

浄楽寺

室屋会館へ

災害種別 一時退避場所 避難場所

土砂災害 山手会館 浄楽寺 室屋会館 JA八木支店 国道54号線高架下 八木小学校

洪水 山手会館 浄楽寺

避難記号凡例

一時退避場所

避難方向

危険個所

あなたの避難場所はどこですか？
右の表を○で囲んでください。
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土石流特別警戒区域

急傾斜地特別警戒区域

住民が確認した土石流警戒区域

土石流警戒区域

指定なし

ーいざという時の備え・・・避難路の確認、家族との連絡方法ー

広島市防災まちづくり基金の活用事業



地域の危険性を知るために効果的な災害図上訓練（DIG）

安芸高田市甲田町小原地域振興会主催
小田小学校にて



広
島
県
危
機
管
理
監
消
防
保
安
課
の
取
り
組
み





落合小学校での防災教育(小学校４年生対象

防災フェスティバルの開催支援
落合小学校6年生が総合学習の時間を利用し、「命を守る」学習をしました。

R1.10.1落合小学校6年生
防災出前授業

R2.12.20 落合防災フェステイバルR2.10 防災まち歩き

地域を知る 防災の話を聞く 自分たちで疑問点を調べる 発表する

総合学習の結果：防災について勉強したことから、家族間の話し合いの回数が増えた。
（例えば、避難先や避難経路、さらに家族のことや近所の仲良しなどの会話が増えた。）



「キッズ防災士」の育成（一社）ひろしま防災減災支援協会＋広島県

＜理念＞

児童・生徒が，防災・減災に対する学習や体験を通じて，将来にわたって，安全に，社会で活躍し

地域に貢献できる力を育む。（対象：小学校高学年～中学生）

① 自らとその家族が適切な避難行動ができる。

② 自ら学び，考え，主体的に判断し，行動するとともに，他人と協調しつつ，問題解決できる。

③ 自らも地域の構成員の１人として認識し，地域に働きかけることができる。

④ AI，IoTによる急速な技術革新を踏まえ，デジタル技術を活用しながら，

広島カープやサンフレッチェ広島との連携⇒ バッチのデザインに活用するなど。

ひろしま防災クラブ（防まもる）

キッズ防災士に認定された子ども達が，引き続いて発展講座の受講やイベントの

参加を，仲間たちと一緒にできるよう，クラブの組織・活動を視野に入れている。



鯉こいキャラバン （一社）ひろしま防災減災支援協会

防災（体験学習＋ゲーム）・おもちゃの交換会
◎親子の参加を目指すことで、2世代へ防災教育ができる
◎避難を躊躇する高齢者を連れ出す手段として



私たちの活動の内容

コミュニテイの醸成 ＝ 自主防災会活動の活性化対策

・防災委員制度（防災士の資格取得者の増員）
（防災ボランテイの募集）
（女性防災士の登用）

・「防災は地域づくりから」を広める
他団体との連携。（活動資金の調達）
連合町内会・社会福祉協議会・女性会・体育協会

・近隣の自主防災会合同訓練、研修会の実施

防災情報の配信 ＝地域で取り組む防災

・安否確認システムの普及（防災情報の発信・避難所入退所管理）
・避難所運営の自立
スマートウオッチを活用した避難者の健康管理

◎地域づくり



① 避難所の運営
ア、避難所のカギを行政から預かる
イ、備蓄倉庫や照明のキーを預かる。（使用可能）
ウ、避難者の受付をする。（避難者名簿の作成）

② 要支援者の支援体制を強化
ア、包括支援センターとの連携
イ、社会福祉施設との連携（老人ホームや保育園など）
ウ、障がい者の家族とスマートフォンで情報共有（安否確認システム）

③ 災害時の支援体制
ア、地域の企業や老人ホームと連携協定の締結

企業：動力ポンプ保有事業所、災害時の救援救護活動に使用する資器材
イ、避難の呼びかけ体制・わがまち防災マップの作製
ウ、自主防災会・民生委員児童委員との連携

④災害ﾎﾞランテイアセンターの開設・運営
ア、サテライトセンターの設置
イ、ﾎﾞランテイアの募集
ウ、被災状況の調査とニーズの掘り起こし

災害経験から始めた自主防災活動（自助から近助・共助へ）



災害時要支援者避難支援事業の取り組み
◎個別計画を作成ー避難担当は近隣者で知人に依頼

 

落合学区防災・避難シート(個別計画)  

この「落合学区防災・避難シート」は、落合学区内にお住まいの災害時要支援者(名簿は区役所から

提供されたもの)に対して、具体的に避難支援等を行う避難支援等関係者(自主防災組織、町内会・自

治会、地区社会福祉協議会、民生委員・児童委員、消防団、地域包括支援センター、障がい者基幹相談

支援センター)が情報共有し、災害時の避難支援を行いために使用します。情報提供に同意される場合

は、家族様等が署名・押印をお願いします 

                   氏
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令和 2 年 5 月 2 0 日         住  所 安佐北区落合南 1丁目 1番 1号     

生年月日  大・昭・平 14 年 3 月 1日 94 歳 

                   性  別  男 ・ 女  

登録対象内容 
高齢要介護者・一人暮らし高齢者・身体障がい者・精神障がい者・ 

知的障がい者・難病患者・その他（      ） 

町内会 

自治会名 

上岩の上  町内会 

      自治会 

担当 

民生委員 

 

 

※本人について聞き取りして記入してください。 

 

家族構成・同居 

状況等 

1人 電話番号 （082） 843- 1111 

2 人(同居者 妻 景子)  携帯電話  妻 景子 090- 1234- 5678 

3 人以上（  人） メール  妻 景子 keiko@ docomo.ne. j p  

＊特に支援に当たって配慮してもらいたいことを記入（常に妻に連絡） 

居住建物の構造 木造 2 階建 普段いる部屋  1階 和室（道路のそばの部屋） 

昭和 63 年建築 寝室の位置 1階 洋間（玄関の横の部屋） 

担当している介護保険など事業者名・連絡先（担当者） 

 特別養護老人ホームなごみの郷 電話 841- 1331 (担当：吉永小百合さん)  

緊急通報システム 有・無 (その他あんしん電話など記入してください)  

あんしん電話 

特記事項 

(例：要介護 4 で一人では歩行困難、人工透析を受けている、聴覚障害あり、手話通訳が必要)  

＊肢体不自由の状況、認知症の有無、必要な支援内容等。特段の必要がなければプライバシーに配

慮し、病名等は記入する必要はありません。                         

                                           

                                           

※緊急時の連絡者及び方法： 

 

 

緊急時の連絡先 

（親族） 

①  
住所 安佐北区落合南 2 丁目 1- 1 電話：( 082)843- 2222 

名前 落合 一郎 続柄：長男 

②  
住所 東京都中央区 電話：( 082)841- 3333 

名前 落合 次郎 続柄：次男 

③  
住所 安佐北区落合南 1丁目 1- 3 電話：（082）842- 4444 

名前 田中 三郎 続柄：娘の嫁ぎ先 

 記入日 

記 入 例 

同意者氏名 落合 一郎  ㊞ ㊞ 

わからない場合は空欄 

裏面にも記入してください 

令和 2年 落合学区 

災害時要支援者避難支援にかかる任務分担 

◎平常時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎災害時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎落合学区の災害時避難行動要支援者の状況 

 町内会・近隣

者が避難支援 

親族が避難支援 福祉施設職員

が避難支援 

高齢要介護者  8  

身体障がい者 2 16  

一人暮らし高齢者 2 2（要注意 1 名）  

知的障害者  4  

精神障がい者    

難病患者  1  

その他    

 

民生委員・福祉委員 

・毎年 1回以上、出水期（6月）までに個

別調書の内容を確認し変更があれば防災

委員・町内会長へ通知する。 

見守り活動 

防災委員・町内会長 

・個別調書により、避難支援者の再確認を

行う 

避難所運営について、訓練研修会を行う。 

避難支援 

民生委員・福祉委員 

・避難所での情報収集と避難者の支援 

・福祉避難所の支援 

防災委員・町内会長 

・レベル 3で避難支援者へ担当の要支援者

の支援に当たるよう要請する。 

・避難完了の確認を行う。 

 

 

避難所運営について、訓練研修会を行う。 

福祉避難所 



安否確認システム（情報送受信）
 QRコード(二次元バーコード）による発信

 新建カードに記載しているQRコードを、携帯電話等で

読み取って、安否情報発信ページに移ります。

※QRコードの読込は、アプリのインストー
ルが

必要な場合が有ります。
‘QRコード’で、検索すると、見つかります。

読み取った、ＱＲコードを、登録しておくと、カードがなくても、安否情報の発信が出来ます。



令和6年4月17日豊後水道の地震

○将来の地震発生の可能性
地震の規模 ： Ｍ６．７～７．４
地震発生確率： ３０年以内に、４０％程度
平均発生間隔： 約６７年

２００１年３月２４日（平成１３年（２００１年）芸予地震）
Ｍ６．７ 広島県南部の一部の地域で最大震度６弱を観測し、死者２名、負傷者２６１名、住

家全壊４８棟。

１９０５年６月２日（明治３８）（芸予地震）
Ｍ７．２ 広島市・呉市・松山市の付近で最大震度５～６を観測し、死者１１名、負傷者１

７７名を伴った。
広島市では埋立地の被害が大きく、家屋等の倒潰で死者４名、負傷者７０名、家屋全壊３６

棟を伴った。
この地震では、本震より半年以内にＭ６程度の余震が３回発生している。

2024 年４月 17 日豊後水道の地震
４月 17 日 23 時 14 分 豊後水道の深さ約 40km で、マグニチュード(M)6.6の地震が発生

した。
愛媛県及び高知県で最大震度６弱を観測し、 負傷者が出るなど被害を伴った。



東南海地震シュミレーション
東南海地震シュミレーション



緊急地震速報の仕組み
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シェークアウトの姿勢

シェイクアウトは「地震を吹きとばせ（振り払
え）」というニュアンスの造語で、地震発生時の
安全確保行動「まず低く、頭を守り、動かない」
を身に着けるための世界規模の運動





過去の大地震経験者から学ぶ

～被災時にあってよかったもの
～
過去の地震では、断水による生活用水やトイレ、飲食用の水で困った人が多くいました。

水の備蓄は大事です。水を運ぶポリタンクや台車、身体をふくウェットティッシュが特に役立つ。

停電やガスの不通によって、食事や連絡で困った人も多くおり、懐中電灯や携帯ラジオ、携帯電話
用充電器、乾電池、卓上コンロも重宝。

女性は、生理用品。子どもは玩具の備蓄も役立ちました。



気象情報



防災気象情報などの入手方法

近年、携帯電話やスマートフォン、パソコン等を用いて一人ひとりが必要な防災気象
情報を手軽に入手できる環境が整ってきました。

① 気象庁ホームページ
気象警報・注意報、台風情報、解析雨量など、気象庁が発表している防災気象情報。

② 最新の防災気象情報へ
気象警報・注意報、気象情報、河川情報、降水ナウキャスト等を携帯電話での閲覧
https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html

③ 気象会社の情報提供サービス
サービス一覧：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/keitai.html

④ 都道府県や市町村の情報提供サービス
サービス一覧：https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/jichitai.html

⑤ テレビ・ラジオ
ニュースや天気予報番組で気象の見通しや気象警報・注意報の発表状況が放送されて

います

https://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html
https://www.mlit.go.jp/saigai/bosaijoho/i-index.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/keitai.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/jichitai.html


キキクル

キキクルでは、強い雨が降ってきたときに土砂災
害、浸水害、洪水災害など、災害が起こる危険度
をマップ上の「色」で確認できます。また、リア
ルタイムだけでなく、数時間先まで危険度が予測
されるため、避難の必要性を判断するのに役立ち
ます。
予測できる時間は下記の通りです。
・土砂キキクル＝2時間先まで
・浸水キキクル＝1時間先まで
・洪水キキクル＝3時間先まで

キキクルは過去20年以上の災害データを基に「こ
の基準を超えると、過去の重大な土砂災害の発生
時に匹敵する極めて危険な状況となり、この段階
では命に危険が及ぶような土砂災害がすでに発生
していてもおかしくない」という基準を設定し、
避難にかかる時間を考慮して2時間先までに基準
に到達すると予測された時点で情報を発信してい
るため、「警戒レベル4」相当の土砂災害警戒情
報が発表されたり、土砂キキクルで「非常に危
険」（うす紫色）が出現したりした時点で避難が
必要とされています。



自分たちの町は自分たちで守る＝近助・共助

近助・共助で重要な人は

・町内会・自治会長
・自主防災会長
・地域の役員（民生委員・福祉委員など）
・近所のお節介のおばちゃん
・昔のことを知っているお爺さん

困ったときに、相談に載ってくれる近所付き合い

日頃の生活の中で重要なこと

顔見知りになる（やさしい心）
・挨拶をすること
・相談すること
・声をかけること

優しい町・いつまでも暮らしやすい町・助け合える街を目指す
【継続的に発展するすべ】

これからの地域コミュニテーは・・



ご清聴ありがとうございました。
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広島県自主防災アドバイザー 防災士 柳迫（やなぎさこ）でした。
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